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要 約

黒毛和種子牛,34日 齢の雄に房室弁交叉心臓を認めた.正 位の右心房は前方に位置する三尖弁を介して左側に位置

する形態学的右心室と,左 側に位置する左心房は後方に位置する僧帽弁を介 して右側に位置する形態学的左心室と結合

していた.大 動脈は右心室か ら起始し,左 心室か ら起始した肺動脈幹の左前方に位置していた.
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,房 室弁交叉心臓.
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房室弁交叉心臓は体循環血 と肺循環血が房室弁の位置

で混合することなく交叉する先天性心疾患である[3,5,

18-20].本 異常は最初LevとRowlatt[13]が 左右の心

房 と左右の心室はほぼ正常の位置に存在するが,右 側位

の右心房が左側位の左心室 と,左 側位の左心房が右側位

の右心室 と結合 した2例 の心臓を,心 房 と心室が誤って

結合 したものとみなし,混 合型左胸心の皿型として報告

した.次 いでFranco-Vazquezら[9]は それ らに類似

した1症 例を心臓の異常回転によって心室の流入路に交

叉が生 じたものと考え,心 臓の反時計方向への強い回転

を伴 う修正大 血管転換 と題 して報告 した.さ らに

Andersonら[3]は 房室結合一致型の1例 と,前 述 した

3例 に類似 した房室結合不一致型の1例 を,矛 盾 した房

室一致または不一致を生ずる交叉房室関係 と題 して報告

し,こ のような心臓を十字交叉心臓 と呼ぶことを提唱

し,Attieら[5]は 交叉房室結合 と命名 した.そ の後

Anderson[2]は 本異常の特徴 を矛盾 した房室結合で

はな く,予 測できない心室問関係を生 じる交叉房室結合

と修正 した.

今回著者 らはAndersonら[3]の 症例1と 同様な心

房位正位,房 室結合一致,心 室大血管結合不一致の房室

弁交叉心臓[15]を 子牛1例 に認めたが人以外の動物で

は第1例 となる.こ の型の房室弁交叉心臓 は人では

Andersonら[3]の 症例1を 含め,28例[1,6,8,11,

12,14,16-21]が 報告されている.

症 例

症例は妊娠満期の自然分娩で第2子 として出生 した黒

毛和種牛の雄で第1子 は異常なく発育していた.本 例は

生時より自力で起立し吸乳していたが,飲 乳量は乏 しく

伏臥していることが多かった.や がて下痢 を発症 し33

日齢で起立不能となり,聴 診で不整脈と心雑音が聴取さ

れた.そ のため予後不良と判定され34日 齢で病理解剖

学的検査が実施された.

剖検時,体 格は小で著 しく削痩 し下胸および大腿部は

脱毛 していた.大 脳半球の側脳室に中等度の拡張,右 胸

腔に淡黄色 ・透明の胸水少量貯留,右 肺前葉の無気肺,

小腸のうっ血などが認められ,皮 下水腫や腹水 は認めら

れなかった.

心臓 と周囲血管の観察では,前 大静脈,後 大静脈およ

び冠状静脈洞は右側の心房に,肺 静脈は左側の心房に流

入していた.右 側の心房は著しく拡張し壁は肥厚 してい

た.卵 円窩縁は右側に存在し,大 きく開存 した卵円孔は

半円筒状をなして左側の心房腔に膨隆しており,右 側の

心房は形態学的右心房,左 側の心房は形態学的左心房で

心房位は正位であった.右 心耳は大動脈 と肺動脈幹の右

前方に,左 心耳は左後方に,ま た大動脈は肺動脈幹の左

前方に位置 していた(図1).

右心房は低形成の三尖弁を介 して左側に位置する心室

に流入 していた.こ の左側の心室は心室中隔面に肉柱が

豊富で形態学的右心室であった.右 心室の流入部は低形

成で心室塊の前上部の小範囲に限局 し,肉 柱部は心室塊
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子牛に認められた房室弁交叉心臓の1例

図1心 底より見て,症 例の大静脈,心 房および大血管の

相互関係を示す,

AV:前 大静脈BC:腕 顕動脈DA:下 行 大動脈

LA:左 心 耳PT:肺 動脈幹PV:後 大静脈

PVS:肺 静脈RA:右 心 耳

図2形 態学的右心室の側壁を切除 し,左 前方より見る.

AA:上 行大動脈LA:左 心耳

LV:形 態学的左心室PT:肺 動脈幹RA:右 心 耳

SD:心 室中隔欠損SS:洞 下室間溝TV:三 尖弁

の左側から後方へ広が り,ロ ー ト部は心室塊の左上部に

限局していた.心 室中隔の膜性部から 下方の肉柱部にか

けて長径22mm,ま た中隔縁柱より左側の肉柱部に長

径13mmの それぞれ楕円形の欠損が認められた(図2).

右心室のロー ト部から大動脈が起始 していたが,大 動脈

弁 と房室弁の間には筋性円錐が存在 し,両 弁間の線維性

連続は認められなかった,上 行大動脈は肺動脈幹の左前

図3左 側より見て,体 静脈血流(RA→RV)と 肺静脈血

流(LA→LV)の 交叉を示す.

LA:左 心房LV:左 心 室RA:右 心房

RV:右 心室

方に位置 し,大 動脈弓は左大動脈弓で,大 動脈の峡部は

軽度の管状低形成を示 していた.

左後方に位置する左心房は三尖弁の後,や や下方に位

置する僧帽弁を介 し,右 側に位置する中隔面が平滑な形

態学的左心室に流入 していた.僧 帽弁は左 上方から右下

方へ,一三尖弁は右 ヒ方から左 ド方へ向かい,こ れらの房

室弁は互いに交叉していた(図3).左 心室は大 きく拡張

し,そ の前上部から肺動脈が起始 し完全大血管転換を示

していた.肺 動脈弁は両房室弁と線維性連続を示してい

た.肺 動脈幹は拡張 し動脈管は小孔で開存 していた.

大動脈弁は前方の左側 と右側および後方に配列し,前

方左側の大動脈洞が無冠状動脈洞であった.右 冠状動脈

は右側の大動脈洞か ら起始 し,前 方に位置する右冠状溝

内を短く走行 した後洞下室間枝に移行し,心 臓の右前面

に位置する洞下室間溝内を下行していた.左 冠状動脈は

後方の大動脈洞から起始し,左 冠状溝内で円錐妾室間枝

と左回旋枝に分岐 し,前 者は心臓の左後面に位置する円

錐労室間溝内を下行 していた.

考 察

房室弁交叉心臓は体静脈血流と肺静脈血流が房室弁の

位置で混合することなく交叉すると定義されている[3,

5,18-20].今 回観察した 子牛の心臓では右側位の右心
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房は左側位の右心室と,左 側位の左心房は右側位の左心

室 と結合 していた.前 方に位置する三尖弁は右上方か ら

左下方へ,ま た後方に位置する僧帽弁は左上方か ら右下

方に向かい,こ れらの房室弁は明らかに交叉していた.

人の房室弁交叉心臓には種々の型があり,心 房位は約

90%が 正位,房 室結合は約60%が 一致,心 室大血管結

合は約65%が 不一致で,そ れぞれ最も多い[10]と い

われている.今 回の症例は心房位正位,房 室結合一致,

心室大血管結合不一致であり,入 の房室弁交叉心臓の中

で最 も多い型に相当するものと考えられた.人 における

房室結合一致型の房室弁交叉心臓の約半数[4]で は右

心室の流入部[10]と 肉柱部が低形成[10,12,18]で,

右心室が上方,左 心室が下方に位置する上下の心室配列

を合併する[4,10]と いわれているが,今 回の症例は右

心室の流入部は低形成であったが肉柱部は左方から後方

に広が り,上 下の心室配列は示 していなかった.

心房位正位,房 室結合一致および大動脈が肺動脈幹の

左前方に位置する心室大血管結合不一致型の人の房室弁

交叉心臓で,心 室逆位(1-ル ープ)心 臓の冠状動脈型

[7]を 示 した2例 が報告[12]さ れている.そ の2例 で

は円錐劣室問枝(左 前下行枝)は 右冠状動脈から分岐し,

そのような冠状動脈型が本異常における心臓造影所見の

特徴として強調されている[12].し かし,今 回観察 し

た症例の冠状動脈はそれら2例 に類似 した他の症例で観

察された所見[21]と 同 じく,大 動脈が肺動脈幹の右前

方に位置する型の完全大血管転換に見られる冠状動脈型

圖 を示 し,円 錐労室問枝は後位の大動脈洞から起始 し

た左冠状動脈の分枝であった.

房室弁交叉心臓の形態形成は心臓の長軸を中心 とした

心室塊の異常回転 ということで容易に説明できる[2,3]

といわれている.今 回の症例は心房位正位の房室結合一

致であるので,人 における同型の房室弁交叉心臓で説明

されている[1,3,17,18,20]よ うに,大 血管転換を伴

う右手型,d-ル ープ心室の心臓が心尖か ら心底 に向か

って心臓長軸の周囲を時計方向に約90度 回転 したもの

と考えられた.そ の結果として正位の右心房 と結合 した

三尖弁は前方へ,右 心室は左方へ,右 心室から起始 した

大動脈は肺動脈幹の左前方へ,洞 下室間溝は右前方へ,

円錐毒室間溝は左後方へ,そ れぞれ偏位 し,両 心室の流

入路に交叉が生じたものと考えられた.
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子牛に認められた房室弁交叉心臓の1例

Crisscross Heart in a Calf

Kazunari IMABEPPU*, Takayuki MURAKAMI+, Kazuyuki UCHIDA
and Akira KODAMA
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SUMMARY

A crisscross heart was observed in a 34-day-old male Japanese Black calf. The right atrium, in a solitus posi-

tion, connected with the left-sided morphological right ventricle through the anteriorly positioned tricuspid

valve; and the left-sided left atrium with the right-positioned anatomical left ventricle via a posterior mitral

valve. The aorta arose from the right ventricle and was situated anteriorly and to the left of the pulmonary

trunk, which originated from the left ventricle.-Key words: calf, crisscross heart.
* Present address: Nishimorokata Agricultural Mutual Aid Association, Hosono, Kobayashi 886-0004, Japan
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